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1. 安全書類御提出のお願い 

 

 

 



工事安全書類提出のお願い 

 
各協力業者様に現場に入っていただくにあたり、当社にて元請企業に書類の先行提出を行うため、安全書類及び資料の

ご提出をお願いしたいと思います。 

 つきましては毎年 4 月の請求締日に最新の安全書類情報を弊社にご提出をお願いします。内容としまして工事情報を抜

いた下記の書類をお願いします。 

書類情報を Excel 等のデータでお持ちであればメールで、手書きとコピーであれば郵送でご提出ください。 

 

1、再下請負報告書 

2、作業員名簿 

3、建設業の許可証の写し 

4、各資格証の写し 

5、工事使用車輌情報 

 

 定期的な提出と共に、工事依頼時に書類の提出をお願いしますので各協力業者様での最新情報の整備をしてください。 

 また近年は公共工事において企業が反社会勢力との関係を持たないことの誓約書の提出を求められていますので、誓約

書書式への記名、捺印した上で工事毎にご提出ください。 

よろしくお願いします。 

 

・メールデータ送付先 

 川瀬産商 工事部 宮津 miyadu@kawasekk.co.jp 



 

 

 

 

 

 

2. 請求書の記入について 

 

 

 



当社専用請求書式のお願い 

 
各協力業者様に請求を行っていただくにあたり、近年冊子の紙請求書の販売

を廃止したため当社のインターネットホームページより専用請求書式のダウン

ロードを行っていただき、EXCEL データ上で記入をいただき印刷をしていた

だくか、PDF データを印刷していただき手書きにて記入をしていただいて、 

当社への送付していただくか、お持ち込みください。 

 また最近は適格請求書等保存方式(インボイス制度)の制定により適格請求書

発行事業者への登録、請求書への登録番号の記載が始まったため当社請求書へ

の登録番号記入のご協力をお願いします。 

 

 下記にて当社請求書式のダウンロード方法を案内させていただきますのでこ

ちらをご参考に運用をお願いいたします。 

 

当社ホームページ URL http://www.kawasekk.co.jp/

 

 

こちらのタブをクリック 

 

 

 ダウンロード、使用方法などの不明点があればご案内をいたしますので、 

川瀬産商本社へのお電話などご連絡をお願いします。 

注文させていただいている 

部署に応じた書式を選択し 

ダウンロードをお願いします 
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請工-1

社　　　名 〇〇設備
㊞

登 録 番 号 4-1234-5678-9012

業者コード

住　　　所 0

工
事

(

契
約

)

今 回 請 求 額

残　　　高

総 出 来 高 額

契 約 金 額

契　　　　約

注　文　Nｏ.

工　　事　　番　　号

0 0滋賀県長浜市□□町123-1

0749-56-〇〇〇〇

川瀬産商 株式会社　御中

1

請　　求　　書　

2 1 1 1 5 －

T　E　L

既 受 領 額

請　求　年　月　日

2023年11月17日

川瀬産商 担当者名

鎌田

工　　　事　　　名　　　称

〇〇新築工事　衛生配管工事

請求書記入上の注意

１．請求書は2ページを本社に提出してください。締切日は20日締切、25日必着。
２．業者コードは必ず記入してください。記入がないとお支払いできない場合があります。
３．請求内訳書は書式は問わず必ず添付してください。
４．同一現場でも、請求内訳が異なる場合は、別の請求書を作成し提出してください。

（　貴社控　）

請　求　金　額 消費税（税率10％） 合　　計
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請工-1

既 受 領 額

今 回 請 求 額

残　　　高

総 出 来 高 額

工　　事　　内　　容

社　　　名 〇〇設備 ㊞

登 録 番 号 4-1234-5678-9012

00

工
事
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注　文　Nｏ.

注 文 金 額

受　付

T　E　L 0749-56-〇〇〇〇

－

請　求　金　額査　定　欄

0

契　　　　約

合　　　　　　　　　　　　　計

担　当

内訳書を使わない場合などに請求する工事内容をご記入ください。

決　済 承　　　　　認

川瀬産商 株式会社　御中

1

工　　事　　番　　号業者コード

住　　　所 滋賀県長浜市□□町123-1

請　　求　　書

2 1

支　払　承　認　額

（　提　出　）

請　求　年　月　日

2023年11月17日

川瀬産商 担当者名

鎌田

工　　　事　　　名　　　称

〇〇新築工事　衛生配管工事

支出項目名 項目コード 予算見積 支　　出　　額

1 1 5

消費税（税率10％） 合　　計



川瀬産商　株式会社　御中 請　求　内　訳　書

工事名

数量 単位

1 式 1 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0

累計出来高 査　定　額

No.

業者名
〇〇設備

名　　　　称 単　　　　価 金　　　　額
出来高％
数　　量

〇〇新築工事　衛生配管工事

給排水配管工事 70%

請明-1   １部提出　請求書に添付

赤枠内は当社査定欄ですので記入をしないでください



 

 

 

 

 

 

3. 滋賀県の死傷災害状況 

 

 

 







 

 

 

 

 

 

4. 石綿含有の危険性 

 

 

 



アスベスト除去作業の危険性について 

 

建築物や工作物について解体・改修するときは、解体等工事の受注者・自主施工者は、着手前にアスベストが使用されているか否かの事前調査を行い、

調査結果を発注者へ書面で説明する必要があります。 

アスベストは国際がん研究機関によって発がん性物質に分類されており、現在では製造や使用が禁止されています。しかし古い建築物には今もアスベス

トが使われている可能性があり、2050 年頃まではアスベスト廃棄物が継続して排出されると想定されています。 

労働安全衛生法等の法令の規制対象となるアスベストは、現在では製造や使用が禁止されています。しかしアスベストが規制される以前に建てられた建

物にはアスベストが含まれており、今後そのような建物の解体が必要となります。2006 年の全面使用禁止までは含有建材の使用がされていたためその年

代以前の建物にはアスベスト含有の可能性があります。アスベストを含む建築物等の解体・改修工事を行う場合には、石綿障害予防規則等の法令に基づ

き、アスベスト含有の有無の事前調査、労働者に対するアスベストばく露防止措置、作業の記録・保存などを行う必要があります。 

 

アスベストの危険性について 

アスベストは、非常に細かな繊維でできており、空気中に飛散すると呼吸とともに人間の肺に入り込み、分解されることなく肺に残ってしまう性質を持ちま

す。そして 10～40 年という長い期問を経て、肺がん、じん肺、中皮腫という重大な病気を発症させます｡ 

労働安全衛生法等の法令の規制対象となるアスベストは、現在では製造や使用が禁止されています。しかしアスベストが規制される以前に建てられた建

物にはアスベストが含まれており、今後そのような建物の解体が必要となります。アスベストを含む建築物等の解体・改修工事を行う場合には、石綿障害

予防規則等の法令に基づき、アスベスト含有の有無の事前調査、労働者に対するアスベストばく露防止措置、作業の記録・保存などを行う必要がありま

す。 

 



アスベストのレベルについて 

アスベストのレベルは先述した通り、「アスベスト粉じんの飛散のしやすさ（発塵性）」によって分けられています。アスベストのレベルは 1 から 3 までの 3 段

階に分けられます。アスベストにおいてはレベル 1 が最も危険な段階です。通常数値が低い方が危険レベルも低く表記されることが一般的ですが、アスベ

ストにおいてはレベル 1 が最も危険レベルが高くなっているので、注意が必要です。 

アスベストの危険性に関しては以下のようにレベル分けされています。 

レベル 1：発塵性が非常に高い 

最も危険性が高いレベル 1 は発塵性が高く、取り扱い建材の種類として代表的なのは「石綿含有吹付け材」です。見た目は綿のように白くモコモコしてお

り、解体する際にこの綿のようなアスベストが飛び広がってしまうので大変危険です。 

                            

 

 



レベル 2：発塵性が高い 

2 番目に危険性が高く、取り扱い建材の種類は「石綿含有保温材、耐火被覆材、断熱材」などが挙げられます。これらはレベル 1 程の飛散は見られません

が、密度が低いため軽く一度崩れると一気に飛び広がる可能性があるため、こちらも危険と言えます。 

                               

レベル 3：発塵性が比較的低い 

3 つの中では最も危険度が低いレベル 3 はアスベストを含む建材を指します。代表的なのは「スレートボード材、ビニル床タイル材」です。アスベスト含有

建材はアスベストが建材の内部に含まれているので、アスベストレベル 1 や 2 と比較するとアスベストが飛散する可能性は低いものの、建材の破損などに

より内部からアスベストが飛散する恐れがあるので注意が必要です。 

                      



アスベスト除去作業を行う際の注意点 

■看板設置（「事前調査結果」ならびに「解体等作業に関するお知らせ」） 

■近隣住民への挨拶 

■石綿作業主任者選任 

■隔離養生 

近隣住民への周知や挨拶 

解体工事前の挨拶は、迷惑をかけてしまう近隣住民に対して欠かせない配慮です。解体工事では、業者がどれだけ気を配って工事を進めてくれても、近

隣住民にストレスを与えてしまいます。きちんとした挨拶がないまま工事が始まれば、近隣住民の不信感やストレスがより大きくなるため注意が必要です。 

アスベストに関する資格 

アスベスト処理工事を行う業者に明確な資格制度はありません。ただし事業を行ううえで「石綿作業主任者の選任」、「労働者全員に石綿特別教育を実

施 」、「特別管理産業廃棄物管理責任者の設置」などが必要です。その他にも以下の役割の担当者を選定する必要があります。 

■石綿取扱作業従事者 

■石綿作業主任者 

■特別管理産業廃棄物管理責任者 

■アスベスト診断士 

■建築物石綿含有建材調査者 

■作業環境測定士 



石綿取扱作業従事者 

石綿取扱作業従事者はアスベストを取り除くための専門の資格です。 

石綿取扱作業従事者の特別教育を受けていない場合、作業関係者以外は現場に入ることはできません。 

石綿作業主任者 

石綿作業主任者は、労働安全衛生法で定められた国家資格です。技能講習を修了した人の中から事業者によって選任されます。石綿作業主任者は、労

働者をアスベストの汚染から守るにはどの方法がよいのかを選び、予防装置を点検したり、保護具の使用状況を監視したり、現場での指揮も行います。現

場監督のような存在ですが、除去作業もするので労働者でもあります。 

隔離・養生 

養生とは、周囲の家への騒音やほこりなどの被害を抑える為に行う作業です。 

解体工事中は建物内に残っているゴミやホコリ、建材を壊した際の細かな破片やガラス片などが広範囲に飛散します。もし養生を設置していなければ、こ

れらが隣家に飛散し洗濯物を汚してしまう、車を傷つけてしまう、部屋の中をホコリだらけにしてしまう、現場前を通りかかった人が吸い込んで健康被害を

招いてしまうといったリスクが考えられます。 

基本的には足場を組み、「養生シート」と呼ばれる防音シートで建物を覆います。稀に、工事費を削減するために養生シートを付けずに工事を行う業者が

いますが、近隣に大迷惑をかけるので、対策を行いましょう。 

保護具について 

アスベスト除去作業では、防護服などの特殊な保護衣の着用が義務付けられています。具体的には、厚生労働省が定めた石綿障害予防規則において、

「日本工業規格 JIS T 8115 の浮遊固体粉じん防護用密閉服（タイプ５）同等品以上のもの」を使用すべきとしています。 

アスベストは目に見えないほどの細かい繊維であり、吸い込むと甚大な健康被害を及ぼす危険性があります。そのため、除去作業を行う作業者には、アス

ベストを吸い込まない、衣服に侵入しないようにするための密閉性の高い防護服が必須なのです。 



アスベスト対策用防護服の特徴 

アスベストには 6 つの種類あり、1 番小さなものでは直径 0.02～0.08 マイクロメートルです。どれも目に見えないほどの細かい繊維で、保温・断熱材や摩擦

材などさまざまな工業製品に使用されています。 

小さなアスベストの粒子を侵入させないために、防護服の表面の繊維は幾重にも重ねてあることが多く、密閉性も高いのが特徴です。化学防護服は、タイ

プ 1～6 までの 6 種類に分けられていますが、アスベスト除去の際にはタイプ 5 の防護服が適しています。 

タイプ 5 の防護服の特徴としては、服（完成品）として微粒子エアロゾル漏れ率試験に合格しているので、アスベスト繊維が防護服内に入りにくいことが挙

げられます。 

作業レベルに合った防護服を選ぶ 

アスベストの除去作業には、アスベストの飛散の危険性によって作業レベルが 1～3 に分けられていることを解説しました。アスベストの除去作業を行うに

は、作業レベルに合った防護服を選ぶ必要があります。 

アスベスト解体工事は専門的な知識と技術が必要です 

アスベストは人体に有害であり、取扱いには十分な注意が必要です。アスベスト解体工事を請け負う業者は「アスベストの有害性」「粉じんの発散防止」「保

護具の使用方法」など必要な講習を受ける義務があります。解体業者に工事を依頼する際は、アスベスト除去工事の経験と実績が豊富な業者を選ぶこと

が大切です。 

 



 

 

 

 

 

 

5. 災害・トラブル事例 

 

 

 










